






























租税教育活動　税のマンガプレゼント

糠野目小学校・吉島小学校・小松小学校・犬川小学校

税理士会と青年部会が「租税フォーラム」開催

　当会では、日本の将来を担う子供たちに、「税」について理解してもらおうと、税
のマンガ本のプレゼントを実施しました。鈴木会長はじめ役員が管内二市二町の教育
委員会へ租税教育に活用していただきたいと手渡した。小学校６年生39校1,381名に
税について楽しく学べるマンガ本「クイズだゼイ！」と、中学校３年生16校1,579名
に税のマンガ本「おじいさんの赤いつぼ」をプレゼントした。
　米沢市・南陽市・高畠町・川西町の教育委員会を通して、児童・生徒に渡される。

　11月26日～ 12月17日までに、糠野目小学校・吉島小学校・小松小学校・犬川小学校の４校に出前租税教
室を開催した。税金が使われているものと使われていないものの仕分けを行い、税金のある世界とない世界を
比べた「マリンとヤマトの不思議な日曜日」のDVDを見た後、税金の使われ方について学び、私たちが便利
で安心した生活を送るためには税金が必要であり、税金は大切なものだということを学んだ。

12/8 米沢市教育委員会

11/26 糠野目小学校

11/24 川西町教育委員会

12/7 吉島小学校

11/18 南陽市教育委員会

12/17 犬川小学校

11/17 高畠町教育委員会

12/15 小松小学校

　東北税理士会山形県支部連合会の租税教育について考える「租税フォーラム」が、11月16日米沢市におい
て開催された。東北税理士会米沢支部と当会青年部会が協力して、米沢市立愛宕小学校６年生を対象に、米沢
法人会青年部会が「もし税金がなかったら」と題して、続いて税理士会米沢支部が「税の公平について考える」
と題して２時限の租税教室を行った。そのあと会場を市内の上杉伯爵邸に移して、第１部の租税教室を踏まえ
て、第２部の租税教育に関する意見交換と懇談会を開催した。


